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	スライド番号 1
	【参加費】�【 抄 録 】
	弘前駅から�◆徒歩の場合（約35分）�◆タクシーを利用する場合（約10分）�◆バスを利用する場合（約20分） 
	13：00　開会の挨拶�              　　東北ストーマリハビリテーション研究会　代表世話人�　　　　　　  東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座消化器外科学分野　教授　海野 倫明�13：05～15：15　一般演題　　　　�セッション１　        　　　座長：十和田市立中央病院 皮膚・排泄ケア認定看護師　木村 英子�　1．当院のストーマ術前オリエンテーションの取り組み�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石巻赤十字病院5階東病棟　大坂 安奈　ほか�　2．退院後の生活を見据えた入院早期から開始するストーマケア情報共有の取り組み�　　　　　　 　　　　　　　　  公益財団法人宮城厚生協会坂総合病院看護部　渡邉 彩美　ほか�　3．コロナ禍における人工肛門造設予定患者に対する術前の情報提供の工夫�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学病院看護部　佐竹 ひとみ　ほか��セッション2　         　　　座長：八戸市立市民病院 皮膚・排泄ケア認定看護師　土橋 美歌子�　4．退院後に尿の漏れを繰り返すことでウロストミー外来を受診した1例から見えた課題�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県立中央病院　花輪 智世　ほか   �   5．ストーマケア患者の意思決定支援～難渋症例の多職種連携について～�　　　　　　　　　　　 　公立大学法人福島県立医科大学附属病院9階西病棟　加藤 昌子　ほか�　6．ストーマ造設患者の初回ストーマ外来受診時の合併症の現状�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         十和田市立中央病院　笹森 祥子�　7．ストーマケアエキスパートナース育成へ向けての取り組みについて�　　　　　　　　　　　　　　　　　            つがる西北五広域連合つがる総合病院　野呂 尚弘��セッション3　           　　　 座長：青森県立中央病院 皮膚・排泄ケア認定看護師　斉藤 朱美�　8．保存的治療で治癒しえたストーマ腸管穿孔、ストーマ周囲膿瘍の1例�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   八戸市立市民病院看護局　沼野 美幸　ほか�　9．筋層に至るストーマ粘膜皮膚離開に対してトラフェルミン製剤とキチン質を併用し管理した一例�                      　  一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院看護部　七海 陽子　ほか�　10．全身Ⅲ度熱傷により分層植皮術後に回腸ストーマを造設した一症例�　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　    八戸市立市民病院看護局　東野 ゆかり　ほか�　11．急性骨髄性白血病患者のストーマ周囲皮膚障害のケアに難渋した2症例�　　　　　　　　　　　　　　　   地方独立行政法人市立秋田総合病院看護部　舟山 聡美　ほか
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